
 

                                       

 

「小児薬物療法検討会議」において検討を行った薬物療法 

（平成１８年３月～平成２１年７月まで計６回開催） 

 

 

１．アセトアミノフェン 

    「小児科領域における解熱・鎮痛」に関する検討（日本外来小児科学会）（承

認済み） 

 

２．メトトレキサート 

   「若年性特発性関節炎」に関する検討 （日本小児リウマチ学会）（承認済み） 

 

３．Ａ型ボツリヌス毒素 

 「２歳以上の小児脳性麻痺患者における下肢痙縮に伴う尖足」に関する検討 

（日本小児神経学会）（承認済み） 

 

４．フレカイニド酢酸塩 

   「頻脈性不整脈（発作性上室性頻拍、非発作性上室性頻拍、心室頻拍）」に関

する検討 （日本小児循環器病学会）（承認審査中） 

 

５．アシクロビル静注剤・経口剤 

   「新生児単純疱疹ウイルス感染症」等に関する検討（日本未熟児新生児学会）

（承認審査中） 

 

６．シクロホスファミド静注剤 

「小児リウマチ性疾患」に関する検討（日本小児リウマチ学会）（小児科領域につ

いて検討済み。今後、成人領域における検討を加え、その結果を踏まえて対

応予定。） 
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